
平成27年度 決算・行政評価特別委員会
行政評価

計画目標
（平成２６年度末）

実績
（平成２６年度末）

平成２６年度取組内容

進行管理事業名

目標指標
計画目標

（平成２６年度末）
実績

（平成２６年度末）
平成２６年度取組内容

⑤

後期基本計
画実施計画
実施状況

進行管理事業名

目標指標
計画目標

（平成２６年度末）
実績

（平成２６年度末）
平成２６年度取組内容

②

―

・2014ツール・ド・フランスさいたまクリテリウ
ムを平成26年10月25日に開催しました。
・2015ツール・ド・フランスさいたまクリテリウ
ム開催に向けて、早期から準備に着手しま
した。

―

③

④

進行管理事業名

目標指標
計画目標

（平成２６年度末）
実績

（平成２６年度末）
平成２６年度取組内容

進行管理事業名

目標指標

国際自転車競技大会開催事業

平成２６年度取組内容
計画目標

（平成２６年度末）
目標指標

①

進行管理事業名 国際スポーツイベント等の開催支援

―

　□直営　　□業務委託　　■補助金　　□その他（　　　　　　　）

平成２６年度

378,682

平成２５年度

384,736

＜備考＞
【参考】の事業費内訳のうち、平成25年度の「補正予算」には流用額（37,500千円）を含む。
【参考】の事業費内訳のうち、平成26年度の「補正予算」には流用額（1,061千円）を含む。
【参考】の事業費内訳のうち、平成25年度の正規職員人数には、実行委員会事務局を担っていた観光国際協会の職員（4名）を含む。

根拠法令等

事業概要説明シート

所管課

事業開始年度

実施方法

事業概要 世界最高峰のサイクリングレースである「ツール・ド・フランス」の名を冠したイベントを開催することで、本市のスポーツ振興や
地域経済の活性化を図るとともに、国内外に向けて「スポーツ先進都市　さいたま」をアピールする。

事業費

単位

千円

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

国際自転車競技大会開催事業補助金交付要綱

事務事業名

スポーツ振興課スポーツイベント室

平成25年度

実績
（平成２６年度末）



平成27年度 決算・行政評価特別委員会
行政評価

事業概要説明シート

事
業
費

区分 単位

150,000 330,000

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

189,500 6,061

当初予算 千円

現状の課題
等

0 339,500合計 千円 0 0

・会場となったさいたま新都心駅周辺の環境変化により、将来的に会場を変更しなければならない可能性がある。
・更なる公費負担の軽減を図る。
・事業主体を市や実行委員会以外への民間移行等を検討する。
・大会への市民参加の拡大を図る。

補正予算 千円

事
業
予
算

339,500

市債

一般財源

千円

千円

千円

千円 326,552 329,922

0事業コスト　（ － － ＋ ） 千円 0

概算人件費　 千円 58,184 48,760

12,948 6,1390

0 384,736

概
算
人
件
費

378,682

336,061

人

人再任用職員

事業費内訳

国・県支出金

その他特定財源

支出済額　 

成果・実績等

【2014ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム】
・開催日：平成26年10月25日（土）
・会場：さいたま新都心駅周辺
・参加選手：64名（海外招聘選手33名、国内選手31名）
・一般体験走行参加人数：103名
・来場者：約10.3万人
・経済波及効果：約28億5,600万円
・広告換算値：約9億5,500万円

【2015ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム】
・開催日：平成27年10月24日（土）
・会場：さいたま新都心駅周辺
・参加選手：68名（海外招聘選手28名、国内選手26名、女子選手6名、パラサイクリング選手7組8名）
・一般体験走行参加人数：185名
・来場者：約9.5万人
・経済波及効果：約25億3,500万円
・広告換算値：約10億3,500万円

336,061

【参　考】

財
源
内
訳

千円

2.0

千円 0

千円

翌年度繰越額 千円

翌年度精算金　 

不用額 0

正規職員

前年度償還金　 千円

7.0 5.0


